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（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

小 久 保 嶺 石 先 生 書

漢か
ん
の
わ
の
な
の
こ
く
お
う

委
奴
國
王

課題は段級別です。ご注意ください。

名
前
は
フ
ル
ネ
ー
ム
で
書
き
ま
し
ょ
う

漢 字 半 紙 誌友・準誌友＝月例課題
八段〜五段＝昇格・昇段課題（ ）

八段〜五段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。
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（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

有ゆ
う
へ
い
ど
う
け
ん

柄
銅
剣

小 久 保 嶺 石 先 生 書

課題は段級別です。ご注意ください。

名
前
は
フ
ル
ネ
ー
ム
で
書
き
ま
し
ょ
う

四段〜初段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

漢 字 半 紙 （四段〜初段＝昇段課題）
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小 久 保 嶺 石 先 生 書

軍ぐ
ん

艦か
ん

島じ
ま

課題は段級別です。ご注意ください。

名
前
は
フ
ル
ネ
ー
ム
で
書
き
ま
し
ょ
う

（
解
説
は
18
ペ
ー
ジ
）

1級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

漢 字 半 紙 １級＝昇段課題
２級〜10級＝月例課題（ ）



5

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

秀し
ゅ
う

歌か

之の

體て
い

大た
い

略り
ゃ
く

　
　
〈
筆
者
〉
近こ
の

衛え

家い
え

煕ひ
ろ

（
一
六
六
七
〜
一
七
三
六
・
江
戸
中
期
の
能
書
家
・
号
は
予
楽
院
）

 

君
可
代
八
つ
支
し
と
所
於
无
ふ
神
風
や
三
も
須
所
可
八
の
春
末
む
可
き
利
は　
「
後
拾
遺
和
歌
集
」
巻
第
七  

賀  

四
五
〇  

民
部
卿
経
信

提
出
用
紙
─
や
や
薄
手
の
短
冊
練
習
用
紙
。
二
つ
折
に
て
郵
送
で
き
る
も
の
。

幅 約6㎝

長
さ 

約
36.5
㎝

余
白 

上
部
を
お
よ
そ
1／

4（
約
9
㎝
）ま
た
は
お
よ
そ
1／

3（
約
12
㎝
）空
け
る

短
冊
に
つ
い
て

幅 約6㎝

長
さ 

約
36.5
㎝

余
白 

上
部
を
お
よ
そ
1／

4（
約
9
㎝
）ま
た
は
お
よ
そ
1／

3（
約
12
㎝
）空
け
る

　

鎌
倉
末
期
頃
よ
り
和
歌
を
し

た
た
め
る
書
式
と
し
て
広
ま
り

ま
し
た
。
横
約
6
㎝
、
縦
約

36
・
5
㎝
の
大
き
さ
で
全
懐
紙

を
た
て
に
八
等
分
し
た
大
き
さ

で
す
。
短
冊
に
は
上
下
が
あ
り
、

雲
・
霞
形
は
広
い
ほ
う
が
、
濃

淡
は
濃
い
ほ
う
が
、
着
色
が
異

な
る
場
合
に
は
色
の
濃
い
ほ
う

が
上
と
い
っ
た
も
の
で
、
練
習

用
紙
な
ら
ば
、
糊
付
け
さ
れ
て

い
る
方
が
上
に
な
り
ま
す
。

書
式

　

伝
統
的
な
書
式

◯
短
冊
の
上
部
を
1
／
3
ま
た
は
1
／
4
空
け
、
歌
を

書
き
始
め
る
。

◯
墨
継
ぎ
は
和
歌
の
場
合
、
第
一
句
・
三
句
・
五
句
で

行
う
。

○
下
部
が
詰
ま
り
過
ぎ
な
い
よ
う
、
少
し

空
け
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

○
行
間
や
、
字
粒
に
も
気
を
つ
け
、
作
品

と
し
て
調
和
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
最
近
で
は
、
こ
の
よ
う
な
伝

統
的
な
書
式
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
自
由
に

書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◯
出
品
の
際
に
は
、
必
ず
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
と
月
別
出

品
券
を
表
面
左
下
に
貼
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。
裏
面
に

は
不
二
教
室
名
、
氏
名
を
鉛
筆
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　課題は段級別です。ご注意ください。

八段〜五段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

か な 半 紙 誌友・準誌友＝月例課題
八段〜五段＝昇格・昇段課題（ ）
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川 島 史 子 先 生 書

課題は段級別です。ご注意ください。

名
前
は
フ
ル
ネ
ー
ム
で
書
き
ま
し
ょ
う

つ
久
者
ね
の　

み
年
よ
り
於
つ
る　

美
那
の
川　

こ
ひ
そ
徒
も
り
天　

ふ
ち
と
な
り
ぬ
る

（
解
説
は
19
ペ
ー
ジ
）

四段〜初段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

か な 半 紙 （四段〜初段＝昇段課題）
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課題は段級別です。ご注意ください。

「梅雪かな帖」より

（
解
説
は
20
ペ
ー
ジ
）

ほ
し　

は
れ　

ぬ
ふ　

ね
て　

ゐ
の　

阿
ら

名
前
は
フ
ル
ネ
ー
ム
で
書
き
ま
し
ょ
う

1級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

か な 半 紙 １級＝昇段課題
２級〜10級＝月例課題（ ）



八段〜初段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

　動中の静、（苦中の楽）、こそ本

物である。静かな環境の中での心

の静かさは、本物の静かさではな

い。活動の中で静かさを保つこと

こそが、本物の静かさなのだ。

『菜根譚』（明末の随筆集）

　今月の出品作品、「花鳥風月」

を見ると、手本の見方も上手にな

ってきています。手本からは形だ

けではなく、筆遣いを見習っての

作品づくりが出来てきています。

机に向かって立ったまま書いたと

思われる作品や、筆のあらゆる面

を用い八面出峰を地で行く作品な

どがあり、書道此処にありの感を

深くしました。

動…�たっぷり筆に墨を含ませて書

くが、偏の方で墨をとられず

に要領よく筆を運びたい。

「力」ではゆっくり残りの墨

をしぼり出しながらじっくり

書く。

中…�四画なので途中で筆の鋒先を

直したり墨継ぎをしない。縦

画は真中にかいたのでは能が

ない。

静…�「青」と「争」が支え合うよ

うに組み合い。最終画を左に

傾けて支える。

　落
らっ

款
かん

は本文を書いた筆で、さり

げなく入れてみよう。書いた作品

は壁に掲げて見てみよう。

〈用具・用材〉

筆＝永昌大号条幅　墨＝一味真

紙＝中国画箋（単宣）半切二分の一

動中静

石橋鯉城先生書

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをして

ください。

扁額の書をつくる
誌友〜準誌友＝月例課題

八段〜初段＝昇格・昇段課題

（ ）　課題は段級別です。ご注意ください。

（用紙　画仙紙半切½・たて35㎝×よこ68㎝）
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小
久
保
嶺
石
先
生
書

（用紙　画仙紙半折1/2・たて68㎝×よこ35㎝）

大
唐
三
蔵
聖
教
序

蓋
…�

皿
の
１
画
目
の
起
筆
は
、
上

部
の

を
受
け
て
の
筆
脈
。

聞
…�

１
画
目
は
、
ま
ず
一
度
点
を

打
つ
よ
う
に
し
て
か
ら
鋒
を

上
げ
、
体
で
縦
画
を
引
き
、

再
び
鋒
を
上
げ
て
２
画
目
に

続
け
る
。
行
意
を
感
じ
て
筆

勢
を
つ
け
る
。

二
…�

短
く
強
い
線
に
対
し
、
軽
快

な
リ
ズ
ム
で
、
バ
ネ
の
よ
う

な
弾
力
の
あ
る
長
い
画
を
引

く
、
と
い
う
具
合
に
、
圧

（
力
）
や
結
構
に
バ
ラ
ン
ス
を

取
っ
て
書
く
。

儀
…�

我
の
１
画
目
は
左
か
ら
右
へ
。

２
画
目
を
短
く
し
て
偏
と
旁

の
よ
う
に
分
け
る
筆
写
体
。

有
…�

右
手
（

）
と
肉
（

）
で

あ
る
。
筆
順
に
注
意
。

象
…�

上
部
を
大
き
く
作
り
、
下
部

は
広
げ
な
い
。
中
心
下
部
の

綽し
ゃ
っ
こ
う勾
（

）
は
一
度
点
を

打
つ
よ
う
に
し
て
か
ら
下
方

に
引
く
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
条
幅

墨
＝
和
墨
（
油
煙
墨
）

紙
＝
中
国
画
仙

※�

作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下
部

に
教
室
・
氏
名
の
鉛
筆
書
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

1級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

漢
字
条
幅

１
級
＝
昇
段
課
題

２
級
〜
10
級
＝
月
例
課
題

（
）

　

課
題
は
段
級
別
で
す
。  

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

2
つ
の
画
が
交
わ
る

位
置
に
注
意

一
度
止
め
て

骨
力
を
つ
け
る

臨
書
の
作
品
で
は

○
○
臨
と
書
き
ま
す

ま
ず
点
を
打
っ
て
か
ら

前
の
画
を
受
け
る

行
意
が
あ
る

分
け
る

筆
写
体

短
く

俯仰法

1
2
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（
用
紙 

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）

〈
読
み
〉
う
ご
く
と
も
見
え
で
畑
う
つ
麓
か
な

〈
作
者
〉�

向
井
去
来
（
一
六
五
一
〜
一
七
〇
四
）

〈
大
意
〉

　

長
崎
県
出
身
の
向
井
去
来
の
句
。
四
囲
の
景
色
は

未
だ
荒
涼
と
し
た
姿
が
の
こ
っ
て
い
る
が
、
よ
く
気

を
つ
け
て
み
る
と
木
々
に
は
芽
吹
き
の
気
配
が
み

え
、
野
辺
に
も
草
の
み
ど
り
が
見
え
る
。
そ
う
し
た

中
で
、
う
っ
す
ら
と
み
ど
り
に
煙
っ
た
よ
う
な
山
の

裾
の
畑
に
二
、
三
人
の
人
の
姿
が
み
え
る
。

　

お
そ
ら
く
畑
打
ち
の
人
の
姿
だ
と
思
う
が
、
じ
っ

と
一
所
に
立
っ
て
い
る
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
。

　

近
寄
っ
て
見
た
ら
鍬
や
鋤
を
ふ
る
っ
て
い
る
人

の
姿
だ
ろ
う
と
思
う
が
、
遠
く
か
ら
見
る
と
た
だ

の
人
影
の
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
。

〈
解
説
〉

○�

発
句
の
「
う
こ
く
と
も
」
は
横
に
広
が
る
字
が

な
い
た
め
一
字
目
の
「
う
」
を
巾
広
く
動
き
の

あ
る
字
と
す
る
。

○�

二
行
目
は
上
部
を
あ
け
て
、
渇
筆
で
書
く
。

「
畑
」
を
大
き
く
重
く
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
る
。

○�

「
ふ
も
と
哉
」
で
墨
を
入
れ
弾
む
感
じ
で
書
く
。

最
後
の
「
哉
」
は
字
は
大
き
く
書
き
ま
す
が
重

く
な
ら
な
い
よ
う
き
び
し
い
線
で
書
い
て
く
だ

さ
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
羊
毛
筆　

墨
＝
和
墨　

紙
＝
か
な
用
加
工
紙

※�

作
品
識
別
の
た
め
、
作
品
下
部
に
教
室
・
氏
名

の
鉛
筆
書
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

う
こ
く
と
も
見
え
て
畑
う
つ
ふ
毛
と
哉

須
山
万
寿
先
生
書

八段〜1級でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

か
な
条
幅

誌
友
・
準
誌
友
＝
月
例
課
題

八
段
〜
１
級
＝
昇
格
・
昇
段
課
題

２
級
〜
10
級
＝
月
例
課
題

）

）
▲
墨

▲
墨

も
毛
（

）
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永 井 香 樹 先 生 書

〈
出
典
〉�　
『
論
語
』

〈
大
意
〉�

　

分
か
ら
な
い
と
き
は
質
問
し
ま
し
ょ
う
。

（
孔
子
の
里
佐
賀
県
多
久
市
で
は
論
語
カ
ル
タ
で

孔
子
の
教
え
を
学
ん
で
い
る
。）

〈
解
説
〉

○�

画
数
の
多
い
漢
字
は
、
短
い
線
に
太
さ

を
、
長
い
線
は
、
渇
筆
や
細
さ
を
活
か

し
ま
し
ょ
う
。

○�

行
の
終
り
の
「
は
」「
う
」
は
、
萎
縮

し
な
い
よ
う
に
心
懸
け
ま
し
ょ
う
。

○�

名
前
は
位
置
や
大
き
さ
で
全
体
の
ま
と

ま
り
が
変
わ
り
ま
す
。
左
に
ギ
リ
ギ
リ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
。
一
枚
一
枚
、
本

文
を
書
き
了
え
た
ら
名
前
を
書
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
和
筆
四
号
羊
毛　

墨
＝
和
墨　

　

紙
＝
手
漉
半
紙

疑
わ
し
き
は
問
を
思
う

（用紙　画仙紙半切1/2・たて68cm×よこ35cm）

※�作品識別のため、作品下部に教室・氏名の鉛筆書きをしてください。

七段〜初段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

新

和

様

八
段
＝
月
例
課
題

七
段
〜
初
段
＝
昇
段
課
題

（
）

　

課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
白
が
黒
（
文
字
）
を
引
き
締
め
ま
す
。

○
用
紙
に
対
し
て
大
き
過
ぎ
な
い
よ
う
に
、
天
・
地
・
左
右
の
空
間
を
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

○
文
字
の
大
・
小
の
変
化

払
わ
ず
に
「
わ
」
に
つ
づ
け
る

名
前
の
左
側
に
余
白
を

伸
び
や
か
に

二
行
目
の

書
き
出
し
の

位
置
に
注
意

ち
ぢ
こ
ま
な
い
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　

右
へ
書
き
出
そ
う
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石 橋 鯉 城 先 生 書

（
用
紙　

半
紙
）

課題は段級別です。ご注意ください。

竹た
け

馬う
ま

や　

い
ろ
は
に
ほ
へ
と　

ち
り
〴
〵
に

名
前
は
フ
ル
ネ
ー
ム
で
書
き
ま
し
ょ
う

（
解
説
は
20
ペ
ー
ジ
）

1級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

新 和 様 １級＝昇段課題
２級〜10級＝月例課題（ ）
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用
具

�

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、

ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色

　
　
　
（
鉛
筆
は
不
可
）

用
紙　

ペ
ン
用
紙
３
行
書
き

文
字
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
音
楽
を
通
し
て
、
日
本
人
は
白
秋
の
作
品
、

そ
の
〈
言
葉
〉
を
一
度
は
通
過
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
出
典
〉 『
北
原
白
秋
歌
集
』（
岩
波
文
庫
）
高
野
公
彦
解
説
よ
り
。
な
お
、
北
原
白
秋
は
福
岡
県
出
身
で
あ
る
。

堀
津
節
子
先
生
書

〈解　説〉

七段〜初段でご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

ペ

ン

　

課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

八
段
＝
月
例
課
題

七
段
〜
初
段
＝
昇
段
課
題

（
）

　

上
の
文
字
の
収
筆
か
ら

　

※
印
ま
で
一
文
字
の
よ
う
に
続
け
る

※
し
ん
に
ょ
う
形
を
か
え
て

止
め
て

低
く

低
く

止
め
て

長
く

長
く

タ
テ
画
右
よ
り

小
さ
め

大
き
さ
に
注
意

止
め
て

戻
る

止
め
て

中心

ナ
ナ
メ

ヨ
コ
の
字
の
中
心
に

点
の
位
置

　
　

中
心
に
近
く

線
の
組
合
せ
方

ア
キ
十
分
に

小
さ
め

広
く

長
く

左
長
め

中
心
を
通
す

※

※
※

※

※
※
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用
具

��

つ
け
ペ
ン
、
万
年
筆
ま
た
は
デ
ス
ク
ペ
ン
、

ボ
ー
ル
ペ
ン　

イ
ン
ク
は
黒
色

　
　
　
（
鉛
筆
は
不
可
）

用
紙　

硬
筆
用
紙
２
行
書
き

九
州
北
部
に
あ
る
佐
賀
は
、
東
は

福
岡
、
西
は
長
崎
に
接
し
て
い
る
。

〈
出
典
〉
自
作
文

小
島
鳳
洽
先
生
書

〈解　説〉

1級からご出品の方は、段位取得のため昇段試験受験料がかかります。詳しくは昇段試験出品要項をご覧ください。

ペ

ン

　

課
題
は
段
級
別
で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

１
級
＝
昇
段
課
題

２
級
〜
10
級
＝
月
例
課
題

（
）

筆
写
体

筆
写
体

軽
く
止
め
て

二
つ
の
リ
ズ
ム
で

相
譲
相
避

突
き
出
す

九
は
乙
部
に
属
す
る

1

2

3

3

4

3

5
6

1

1

1
2

1

2

2

2
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石 橋 鯉 城 先 生 書

“
一
字
書
っ
て
面
白
い
な
”

〈
漢
字
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

〈
平
が
な
一
字
書
〉（
参
考
作
品
）

─
筆
遣
い
と
筆
字
の
表
現
─　

運
筆
の
極
意
に
迫
る

（
随
意
課
題
）　

段
級
に
関
わ
り
な
く
出
品
で
き
ま
す
。

評
価
は
天
と
地
に
な
り
ま
す
。

か
（
こ
の
平
が
な
の
原も
と

字じ

は
加
の
草
書
形
）

加
〈
読
み
〉
カ
・
く
わ
（
え
る
）

■ 

〈
意
味
〉�

く
わ
え
る
。
た
す
。
仲
間
に
す
る
。
足
し
算

　

平
が
な
「
か
」
の
原
字
は
漢
字
の
「
加
」
で
す
。
そ
の
草
書
の

形
を
下
に
示
し
て
お
き
ま
し
た
。

　

草
書
で
は
、
平
が
な
の
「
か
」
の
点
が
二
つ
打
た
れ
て
「
口
」

を
表
し
て
い
ま
す
。
昔
の
日
本
の
人
達
は
草
書
を
超
え
て
平
が
な

を
作
り
、
そ
の
柔
か
く
明
快
な
筆
運
び
で
美
し
い
日
本
「
の
文

字
」
を
創
出
し
、
今
日
に
伝
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

雅
印
を
押
す
こ
と
で
作
品
は
完
成
し
ま
す
。
押
印
の
た
め
に
右

寄
せ
、
左
寄
せ
に
書
き
、
か
な
も
漢
字
も
真
ん
中
で
は
な
く
、
右

か
左
に
寄
せ
て
書
い
て
お
き
ま
す
。
雅
印
の
代
り
に
名
前
を
、
雅

印
の
よ
う
に
作
品
に
添
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉 

筆
＝
騰
龍
二
号　

墨
＝
冠　

紙
＝
松
雪 
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（
用
紙　

半
紙
）

日
常
の
文
字
を
書
こ
う
！
（
随
意
課
題
）

※
ど
の
段
級
の
方
で
も
出
品
で
き
ま
す
。（
天
・
地
・
人
で
審
査
）

「
月
別
出
品
券
」
及
び
「
バ
ー
コ
ー
ド
出
品
券
」
を
添
付
し
出
品
し
て
く
だ
さ
い

小 島 鳳 洽 先 生 書

福
岡　
　

行ゆ
く

橋は
し　
　

佐
賀　
　

嬉う
れ
し

野の　
　

長
崎　
　

平ひ
ら

戸ど

参
考
の
書
き
方

〈
小
筆
の
鋒
先
は
特
に
大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
う
〉

筆
は
三
分
の
一
か
ら
二
分
の
一
ほ
ど
お
ろ
し
て

使
い
ま
す
。
使
い
終
わ
っ
た
ら
硯
の
陸お
か

に
少
量

の
水
を
垂
ら
し
、
お
ろ
し
た
鋒
先
の
部
分
だ
け

を
軽
く
す
す
ぎ
ま
す
。
ま
た
は
、
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
に
少
量
の
水
を
含
ま
せ
て
や
さ
し
く
拭
く

よ
う
に
し
て
、
含
ん
だ
墨
を
取
り
ま
す
。
き
れ

い
に
し
た
筆
は
キ
ャ
ッ
プ
を
し
て
鋒
先
を
傷
め

な
い
よ
う
に
保
管
し
ま
す
。
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日
常
の
文
字
を
書
こ
う
！
　─
小
筆
を
使
っ
て
書
く
⑲
─ 

　
　　 

　

教
育
漢
字
（
４
年
生
）

〈
読
み
〉
コ
ウ
・
お
か

〈
意
味
〉
お
か

　
　
　

 

小
高
い
土
地　

教
育
漢
字
（
４
年
生
）

〈
読
み
〉�

ガ
・
よ
ろ
こ
（
ぶ
）　

〈
意
味
〉
①
よ
ろ
こ
ぶ
。祝
う
。

　
　
　

  

②�

ね
ぎ
ら
う
。

　
　
　
　
　
ほ
め
る
。

　
　
　

  

③�

に
な
う
。
負
う
。

教
育
漢
字
（
４
年
生
）

〈
読
み
〉
キ
・
さ
き　

〈
意
味
〉
①
け
わ
し
い

　
　
　

  

②�

み
さ
き
、
海
や

湖
に
突
き
出
し

た
陸
地
の
先
端

　

令
和
二
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
小
学
校
学
習

指
導
要
領
の
「
学
年
別
配
当
表
」
に
新
た
に
加
わ
っ
た

都
道
府
県
の
漢
字
二
十
字
を
特
集
し
て
い
ま
す
。
今
回

は
そ
の
６
回
目
。
福
岡
の
「
岡
」、
佐
賀
の
「
賀
」、
長

崎
の
「
崎
」
の
三
字
で
す
。

　

今
月
も
筆
写
体
を
用
い
た
参
考
の
書
き
方
を
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

【
筆
写
体
の
例
】

◯
福
岡

　
「
福
」
の
示
偏
は
、「
示
」
の
筆
順
の
と
お
り
、
横
・

横
・
中
心
・
左
払
・
右
払
の
順
で
書
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
旁
は
梯
子
で
も
。

　
「
岡
」
に
は
、
俗
字
も
含
め
、
人
名
と
し
て
戸
籍
に
使

用
さ
れ
て
い
る
文
字
が
十
種
類
ほ
ど
あ
る
そ
う
で
す
。

「
山
」
を
草
書
の
よ
う
に

と
し
た
り
、「
止
」
と
す
る

も
の
。
一
～
五
画
を
あ
み
が
し
ら
（
罒
）
と
し
て
そ
の

下
に
「
止
」
を
入
れ
る
、
な
ど
。

◯
行
橋

　
「
橋
」
に
は
右
・

と
書
く
筆
写
体
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
右
の
「
口
」
を
参
考
の
書
き
方
で
は
梯
子
に
し
て

書
い
て
い
ま
す
。

◯
嬉
野

　
「
喜
」は
ソ・一（

）を
十
に
す
る
書
き
方
が
あ
り
ま
す
。

　
「
野
」
は
「
里
」
の
下
の
「
土
」
を
横
に
広
げ
る
形
が

あ
り
ま
す
。

 

◯
長
崎

　
「
長
」
の
終
り
の
２
画
の
書
き
ぶ
り
を
変
え
て
い
ま
す
。

　
「
崎
」
に
は
「
大
」
を
「
立
」
に
す
る
も
の
、
山
偏
を

上
に
乗
せ
る
も
の
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◯
平
戸

　
「
平
」
を
「
ス
・
十
」
の
よ
う
に
書
く
と
二
・
三
画
目

は
「
ソ
」
で
は
な
く
「
ハ
」
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

左
側
に
「
戸
」
を
書
く
「
所
」
の
筆
写
体
も
併
せ
て

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

1
回
目

2
回
目

この形式で出品すること

【出品の形式】

2
行
6
単
語
を
2
回
繰
り
返
し
ま
す
が
、
2
回
目
は

「
参
考
の
書
き
方
」
で
書
い
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

1
1

1
2

3
4

5

1
2

2

2

3

3

3
4

5

6
7

8
9

10

11

4

4

5

5

66

7

7

88
9
10

11 12
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課
　
　
題
　
　
解
　
　
説

漢
字
半
紙
（
誌
友
〜
五
段
）…
…
…
…（
2
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙
（
1
級
〜
10
級
）…
…
…
…（
4
ペ
ー
ジ
）

漢
字
半
紙
（
四
段
〜
初
段
）…
…
…
…（
3
ペ
ー
ジ
）

有
柄
銅
剣

〈
読
み
〉
有ゆ
う
へ
い
ど
う
け
ん

柄
銅
剣

〈
大
意
〉�

弥
生
時
代
中
期(

紀
元
前
1
〜
2
世
紀)

の
大
陸
製
の
銅
剣
。

九
州
な
ど
か
ら
出
土
。佐
賀
県
に
あ
る
吉
野
ヶ
里
遺
跡
か

ら
も
出
土
さ
れ
て
い
る
。

〈
解
説
〉

○
四
文
字
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
く

○
行
書
の
運
筆
の
呼
吸
を
学
ぼ
う

有
…�

筆
順
に
注
意
し
て
書
く
。第
二
画
ま
で
を
横
広
に
し
て
、下
の

「
月
」を
中
央
に
。

柄
…�

木
偏
を
狭
く
し
て
、旁
を
広
め
に
ゆ
っ
た
り
と
次
の「
同
」の
よ

う
に
表
現
し
た
い
。

銅
…�

金
偏
の
屋
根
を
広
め
に
し
て
、後
の
点
画
を
小
さ
く
す
る
。旁

の
枠
を
太
く
、中
を
小
さ
く
。

剣
…�
左
側
の
屋
根
を
少
し
細
く
し
、第
七
画
ま
で
を
肉
太
く
す
る
。

右
側
の「
り
っ
と
う
」を
強
め
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
唐
筆
羊
毫
（
四
号
程
度
の
太
さ
）　

墨
＝
松
鶴
斉
壽　

紙
＝
松
風

軍
艦
島

〈
読
み
〉
軍ぐ
ん

艦か
ん

島じ
ま

〈
大
意
〉�

長
崎
県
端は

島し
ま

の
通
称
。
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
海
底
炭

鉱
と
し
て
栄
え
た
。 

二
〇
一
五
年
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。

〈
解
説
〉

○
三
文
字
を
楷
書
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
書
く
。

○�

鋒
先
の
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、
き
り
っ
と
し
た
書
線
で
表
現

し
よ
う
。

軍
…�

ワ
冠
の
中
に
車
を
伸
び
よ
く
収
め
る
。
横
画
は
等
間
隔
に
。

艦
…�

舟
偏
と
監
の
組
合
せ
。
横
に
広
が
り
や
す
い
文
字
な
の
で
、

舟
偏
を
細
身
に
書
き
、
監
も
あ
ま
り
広
げ
な
い
。
七
画
目
は

し
っ
か
り
出
す
。
十
六
画
目
の
短
い
横
画
は
、
筆
写
体
で
は

点
に
な
る
。

島
…�

横
画
は
リ
ズ
ム
よ
く
書
く
と
等
間
隔
に
な
る
。
八
画
目
は
二

画
目
と
一
直
線
に
揃
え
な
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
唐
筆
羊
毫
（
四
号
程
度
の
太
さ
） 　

墨
＝
松
鶴
斉
壽　

紙
＝
松
風

漢
委
奴
國
王

〈
読
み
〉
漢
か
ん
の
わ
の
な
の

委
奴
國こ
く

王お
う

〈
大
意
〉�

福
岡
市
東
区
志
賀
島
で
出
土
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
純

金
製
の
王
印
。
３
行
で
「
漢
・
委
奴
・
國
王
」
と
刻
さ
れ

て
い
る
。
一
辺
の
長
さ
約
二
・
三
ｃ
ｍ
。

〈
解
説
〉

◯
半
紙
に
五
文
字
と
教
室
名
、
名
前
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
書
く
。

◯
鋒
を
利
か
せ
て
、
行
書
体
の
基
本
用
筆
を
学
ぶ
。

漢
…�

旁
の
横
画
は
鋒
先
で
書
く
が
、
弱
々
し
く
な
ら
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
骨
力
を
つ
け
て
書
こ
う
。

委
…�

禾
の
最
終
画
は
水
平
に
し
て
高
い
位
置
か
ら
す
ぐ
に
女
の
１

画
目
に
つ
な
げ
る
。

奴
…�

概
形
は
横
長
に
な
る
。
３
画
目
は
低
い
位
置
か
ら
払
い
上
げ

る

國
…�

国
の
本
字
で
あ
る
。
広
が
り
の
あ
る
国
構
え
に
す
る
と
、
或

を
収
め
や
す
い
。

王
…�

横
画
の
間
隔
は
上
を
広
く
し
て
行
書
ら
し
く
。
４
画
目
は
、
紙

面
の
収
ま
り
具
合
を
考
え
て
こ
こ
で
は
長
め
に
し
た
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
油
煙
和
墨　

紙
＝
松
風

下
へ
長
く

小
さ
く
上
に
跳
ね
る

一
直
線
に
揃
え
な
い

筆
写
体

艦
で
も
よ
い

臣をリズムよく

※�

転
折
は
腋
を
開
き
点
を
打
っ
て

か
ら
向
き
を
変
え
る
。

跳
ね
る

細
め
に

月
を

　

中
央
に

「
同
」の
よ
う
に
反
り
を

太

強
め
に
反
り

反
り

止
め
て

最
終
画
へ

動
き
を
つ
け
て

押
え
る

このような
書きぶりもある

1

1

2

3
4 6

5

7

1

1

1

2

3

4

5

6

7 8

9 10

11
12

13

14
15

16

2 4

5
6

7
8

9
10

3

2

3

6
5
4

7

2

屋根大きく 横広く

腋
わき

開く 

大

小

水平に

寝かせる

①

②

③

左右段差あり

左右段差あり

木偏を
狭く

3〜7画
肉太く
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か
な
半
紙
（
誌
友
〜
五
段
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
5
ペ
ー
ジ
）

か
な
半
紙
（
四
段
〜
初
段
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
6
ペ
ー
ジ
）

「
秀
歌
之
體
大
略
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

解
説　

浅
野
秋
月
先
生

君
可
代
八
つ
支
し
と
所
於
无
ふ
神
風
や
三
も
須
所
可
八
の
春
末
む
可
き
利
は

〈
読
み
〉
君き

み

が
代よ

は
尽つ

き
じ
と
ぞ
思お
も

ふ
神か
み

風か
ぜ

や
御み
も
す
そ
が
は

裳
濯
川
の
澄す

ま
む
か
ぎ
り
は

〈
大
意
〉�

わ
が
君
の
御
代
は
つ
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
伊
勢
神
宮
の
神
域
を
流
れ
る
御

裳
濯
川
が
澄
み
わ
た
っ
て
い
る
間
は
。

〈
出
典
〉「
後
拾
遺
和
歌
集
」
巻
第
七  

賀  

四
五
〇  

民
部
卿
経
信

〈
解
説
〉

○�

一
行
目
は
、
短
歌
の
上
の
句
・
5
7
5
で
あ
る
。
冒
頭
の
「
君
可
代
八
」
の
「
君
」
に
含

墨
し
て
「
可
代
八
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
大
き
さ
で
表
現
す
る
。
次
に
「
つ
支
し
と
所
御
无
ふ
」

の
部
分
を
3
・
2
・
2
の
連
綿
で
中
心
軸
と
文
字
の
大
き
さ
に
留
意
し
て
軽
く
流
し
た
い
。

た
だ
し
、「
つ
」
に
加
筆
し
て
変
体
仮
名
に
注
意
す
る
。
次
の
「
神
風
や
」
の
「
神
」
の
部

分
に
加
筆
し
て
立
体
感
を
出
す
。

○️�

二
行
目
は
、
短
歌
の
下
の
句
７
７
で
あ
る
。「
三
も
須
所
可
八
の
」
は
単
体
と
連
綿
と
の
リ

ズ
ム
を
意
識
し
て
や
や
軽
く
流
し
た
い
。
最
後
は
、「
春
末
む
可
き
利
は
」
の
「
春
」
に
加

筆
し
て
重
さ
と
字
形
を
考
え
て
仕
上
げ
よ
う
。
二
行
下
段
は
余
白
を
忘
れ
ず
に
。

○️
短
冊
の
書
式
に
つ
い
て
理
解
し
て
全
体
の
構
成
を
考
え
る
。

○️
全
体
を
見
て
、
漢
字
と
変
体
仮
名
の
使
い
方
並
び
に
、
連
綿
に
注
意
し
て
ほ
し
い
。

○
墨
絵
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
濃
淡
の
美
を
観
賞
し
て
、
意
識
し
な
が
ら
美
感
覚
を
養
う
こ
と
。 

つ
久
者
ね
の　

み
年
よ
り
於
つ
る　

美
那
の
川　

こ
ひ
そ
徒
も
り
天　

ふ
ち
と
な
り
ぬ
る

〈
読
み
〉�

つ
く
ば
ね
の　

峰
よ
り
お
つ
る　

み
な
の
川　

こ
ひ
ぞ
つ
も
り
て　

淵
と
な
り
ぬ
る

〈
大
意
〉
筑
波
山
の
峰
か
ら
流
れ
落
ち
る
男み
な
の
が
わ

女
川
は
、
わ
ず
か
な
水
が
積
も
っ
て
深
い
よ
ど
み

と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
わ
た
し
の
（
ひ
そ
か
な
）
恋
心
も
積
も
り
積
も
っ
て
、
深
い
物
思

い
の
よ
ど
み
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

〈
作
者
〉
陽
成
院
（
八
六
九
〜
九
四
九
）

〈
出
典
〉『
評
解
小
倉
百
人
一
首
』
京
都
書
房

〈
解
説
〉
教
室
・
氏
名
の
書
き
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

和
歌
は
一
生
懸
命
書
く
の
に
、
教
室
・
氏
名
は
大
し
て
考
え
ず
に
書
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

教
室
や
氏
名
が　

○
左
端
に
寄
り
過
ぎ
て
い
る
も
の　

○
文
字
が
小
さ
く
て
自
信
の
な
さ

そ
う
な
も
の　

○
墨
量
が
多
く
て
、
和
歌
よ
り
目
立
っ
て
い
る
も
の
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
和
歌
の
横
に
ど
の
よ
う
に
書
け
ば
う
ま
く
調
和
す
る
の
か
、
文
字
の
大
き
さ
・
位
置
・

墨
量
を
工
夫
し
て
下
さ
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
か
な
用
小
筆　

紙
＝
か
な
用
半
紙　

墨
＝
か
な
用
和
墨

※
左
は
し
に
は
、
教
室
名
・
氏
名
を
入
れ
ま
す
。

▲
含
墨

▲

▲

▲

余 

白

※�

連
綿
と
変
体
仮
名
に

留
意
す
る

※�

字
形
に
注
意
し
な
が
ら

軽
め
に
流
す
七
音

※�

墨
を
や
や
多
め
に
し
て

　

仕
上
が
り
を
（
中
心
軸
を
意
識
）

く（
久
）

ね

み（
美
）

つ（
徒
）

て（
天
）

含
墨
し
な
い

筆
を
引
き
上
げ
る

な（
那
）

右
の
広
い
余
白
に
働
き
か
け
る
つ
も
り
で

は（
者
）

（
年
）

筆
を
引
き
上
げ
る

こ
の
よ
う
に

書
い
て
も
よ
い

筆
を
引
き
上
げ
る

ね（
年
）

お（
於
）

し
っ
か
り
連
綿
す
る

し
っ
か
り
連
綿
す
る

し
っ
か
り
連
綿
す
る

し
っ
か
り
連
綿
す
る

右
の
行
に
沿
わ
せ
て
い
く
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◆
四
・
五
月
号
課
題
予
告

漢
字
半
紙

　

誌
友
〜
五
段　

日
下
部
鳴
鶴

　

四
段
〜
初
段　

獨
坐
観
念

　

１
級
〜
10
級　

信
楽
焼

か
な
半
紙

　

誌
友
〜
五
段　

�

又
や
み
む
可
多
の
ゝ
み
能
ゝ
佐
久
ら
可

里
者
な
の
雪
知
る
春
の
阿
介
本
乃

　

四
段
〜
初
段　

��

わ
た
の
原
こ
ご
い
で
で
み
れ
ば
久
方
の

　
　
　
　
　
　
　

雲
ゐ
に
ま
が
ふ
沖
つ
白
波

　

１
級
〜
10
級　

�

い
ろ
は
に
ほ
へ　

と
ち
り
ぬ
る
を

扁
額
／
漢
字
条
幅

　

誌
友
〜
初
段　

未
定

　

１
級
〜
10
級　

比
叡
山

か
な
条
幅

　

誌
友
〜
10
級　

�

海
は
晴
れ
て
比
叡
降
り
残
す
五
月
哉

新
和
様

　

八
段
〜
初
段　

未
定

　

１
級
〜
10
級　

未
定

ペ
ン

　

八
段
〜
初
段　

�

近
江
八
景
「
堅
田
の
落
雁
」
で
名
高
い

浮
御
堂
は
、
寺
名
を
海
門
寺
満
月
寺
と

い
い
、
昭
和
十
二
年
再
建
の
建
物
は
昔

の
情
緒
を
残
し
て
い
る
。

　

１
級
〜
10
級　

�

延
暦
寺
は
平
成
六
年
に
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
課
題
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

新
和
様
（
1
級
〜
10
級
）……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…	（
12
ペ
ー
ジ
）

い
て
手
指
の
力
を
抜
い
て
、
筆
の
鋒
先
を
使
っ
て
書

い
て
い
る
。
筆
運
び
の
ユ
ッ
ク
リ
し
た
処
は
墨
が
溜
ま

っ
て
い
る
。
参
考
手
本
を
見
な
が
ら
其
の
様
な
区
別
を

見
極
め
て
お
く
。

四　

�

次
に
、
起
筆
、
送
筆
、
収
筆
の
要
領
を
見
た
り
、

軽
快
に
運
筆
す
る
処
と
鋒
先
を
沈
め
る
処
の
区
別

を
つ
け
る
。

五　

�

形
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
運
筆
の
要
領
を
掴
む
こ
と

を
第
一
と
す
る
。

　

昔
の
人
た
ち
は
短
冊
を
手
に
持
っ
て
気
楽
に
筆
を
使
っ
て

こ
ん
な
調
子
で
書
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
仲
々
よ
い
課
題
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
顕
微
無
間　

半
紙
＝
松
雪

〈
作
者
〉
久
保
田
万
太
郎
（
一
八
八
九
～
一
九
六
三
）

〈
大
意
〉�

と
も
に
竹
馬
で
遊
ん
だ
り
、
い
ろ
は
の
手
習
い
を

し
た
仲
間
も
、
冬
が
終
わ
り
や
が
て
卒
業
シ
ー
ズ

ン
と
な
っ
て
、
み
な
散
り
散
り
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
今
頃
み
ん
な
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

〈
解
説
〉

　

こ
の
新
和
様
の
課
題
で
は
次
の
点
に
留
意
し
て
書
き
た
い
。

一　

漢
字
半
紙
用
の
筆
の
鋒
先
を
使
用
し
て
書
く

二　

磨
っ
た
墨
を
使
う

　

課
題
の
「
竹
馬
や　

い
ろ
は
に
ほ
へ
と　

ち
り
ぢ
り
に
」

を
、
先
ず
洋
紙
の
上
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
万
年
筆
で
落
書
き

風
に
軽
く
書
い
て
、
筆
の
動
き
、
文
字
の
大
小
、
続
け
具

合
を
感
じ
取
る
。

三　

�

手
本
を
見
て
気
が
つ
く
の
は
、
だ
い
た
い
筆
圧
を
か

け
て
ゆ
っ
く
り
書
い
た
処
は
線
が
太
目
で
少
し
墨
を

濃
く
し
て
い
る
。
淡
め
に
書
い
て
い
る
処
は
腋ワ

キ

を
開

竹た
け

馬う
ま

や　

い
ろ
は
に
ほ
へ
と　

ち
り
〴
〵
に

か
な
半
紙
（
1
級
〜
10
級
）

…
…
…
…
…
…
…（
7
ペ
ー
ジ
）

ほ
し　

は
れ

ぬ
ふ　

ね
て

ゐ
の　

阿
ら

※�

二
字
連
綿
は
古
典
の
表
現
で
和
歌
の

基
本
的
な
美
を
つ
く
る
大
切
な
も
の

で
す
。
繰
り
返
し
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

中
太
り
に

手
首
を
回
す短

く
な
ら
な
い
よ
う
に

手
首
を
回
す 右

よ
り
に

◯
印
は
空
け
る

右
よ
り
に

続
け
る

中
太
り
に

中
太
り
に

受
け
て

突
き
返
す

な
め
ら
か
に

突
き
返
す右

よ
り
に


